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本資料集は，東洋大学「平成 27 年度井上円了記念研究助成 大型研究・共同研究」の研究計画「アジア
における国境をまたぐ生活スタイルの研究――東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」（研究代
表者 松本誠一）の成果報告の一部として，年度中に 3 回開催した研究集会のうち 2 回分の記録です。 
 次に，本書の構成について説明します。 
Ⅱは 2015 年 6 月 27 日に開催した「＜国境をまたぐ家族＞広域調査法検討 学術集会」，Ⅲは 2015 年 7


























 本書に収録していない研究集会は，2015 年 11 月 28 日に開催した「アジアにおける国境をまたぐ生活ス
タイルの研究――東アジア・東南アジア・南アジアの比較を中心に」現地調査報告会です。 















2016 年 1 月 22 日 
東洋大学アジア文化研究所 


































































らのほとんどは 20 世紀になってからの用例です2。20 世紀になってから，もう 100 年が経ち，そして，今，




                                                  
1 松本誠一 2011「transnational ノート」『東洋大学アジア文化研究所研究年報』44：19-24. 
2 その後，英語コーパスを参照すると，transnational の語は，少なくとも 16 世紀までさかのぼって使用
例を確認されていることが分かったので，『東洋大学アジア文化研究所研究年報』第 50 号で訂正した。 
5 
ろ広がっていかないような，そういう家族について注目します。 






 transnational actors 
 transnational company ［multinational-］ 
  transnational corporation  
  transnational crimes  
  transnational digital government research 
 transnational economy  
  Transnational English Database（TED） 
  transnational families  
 transnational feminism  
transnational gangs 
 transnational law ［international law］ 
transnational migrants  
transnational mother: mothering from a Distance 
transnational parenting  
transnational professionals  















































































































                                                  
3
 小林和美 2007「韓国における初等学生の早期留学――教育のための国際人口移動」, 佐々木衞編『越境





















 マスコミでどのように取りあげられてきているのかについて，韓国の総合日刊紙 10 紙に，早期留学に関
係のある記事がどのぐらい出ているのかを数えてグラフにしました。まず，2000 年頃にかなり話題になっ











































表 1 キロギ・アッパの死亡記事 
2005年10月17日  ６年前，妻と息子と娘をアメリカに留学させ，独り暮らしをしていたヤンジェ洞のK
氏(52歳)が高血圧による脳出血で死亡。死亡５日後，会社の同僚が発見。 
 2005年3月1日  カナダに息子と娘を早期留学させ，４年間独り暮らしをしていたバンイ洞のジョン某
氏(50歳)，首吊り自殺。 
 2004年12月9日  10年前から妻と別居，オーストラリアへ息子と娘を留学させたガルヒョン洞のキム某
氏(50歳)，首吊り自殺 
 2004年11月25日  ニュージーランドへ娘と息子を留学させたヨクサム洞のベク某氏(42歳)，父親の墓で
首吊り自殺。 
 2004年4月12日  10年間，キロギ・アッパ生活をした億単位の年俸のS銀行幹部H氏(45歳)，2002年，妻
と離婚した後，養育権争いで首吊り自殺。 
 2003年10月25日  カナダ，バンクーバーへ妻と高校生の娘2人を留学させたヨンイン市ジュクジョン洞の
ユン某氏(49歳)，死亡。 
 2003年7月2日  １年前，カナダへ妻と２人の子どもを留学させ，事業に失敗したドゴク洞のシン某氏
(36歳)，首吊り自殺。 
 2003年3月28日  ニュージーランドへ6ヶ月前，妻と息子と娘を留学させたヨンサン事業団所属のチェ某
中領(42歳)，脳出血で死亡。 




























語圏では，彼らを parachute kids と名づけました。パラシュートで子どもをアメリカに投下して，英語の
勉強をさせるということを親がやっているんだという，批判的な意味が込められているそうです。 
 子どもの教育のために，母子が英語圏に移り住む現象を研究するときに使われた語が，astronaut 
families，宇宙飛行士家族です。satellite kids とか，astronaut とお父さんのことを呼んだりとか，空から
投下されるというイメージで英語圏では名前をつけて研究されてきたようです。少数ですが，インドネシ
ア，マレーシア，フィリピンからアメリカに来た parachute kids の研究も，アメリカではなされています。 
 それから，もう少し後になってからですけれども，子どもを連れてシンガポールにやってくる，大陸の，









































                                                  
4 小林和美 2008 「韓国における早期留学の動向――早期留学生 37 人の事例分析」『公民論集』（大阪教





















































































表 2 早期留学生の家族形態の特徴 








調査事例数 25 家族(37 人) 9 家族(16 人) 7 家族(11 人) 9 家族(10 人) 
「キロギ家族」
の経験 
9 家族(17 人) 4 家族(8 人) 3 家族(6 人) 2 家族(3 人) 




欧米：6 家族(10 人) 
































































































































資料 2 世帯の種類 














































の方法は，速水融『近世農村の歴史人口学的研究』（東洋経済新報社，1973 年）の 143 頁に記述されてお
ります）。 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































ました。2008 年 7 月 26 日に，まずは，在日韓国朝鮮人のなかでも，人口的に大勢いる，済州島出身の方々
のことを中心に研究集会を催しました。それから，2010 年 11 月 6 日に，白山人類学研究会主催，アジア
文化研究所の共催というかたちで，台湾をめぐる境域フォーラムというのを開催しました。これは植野研




























































 皆さん，これが 100 点満点で，だいたい何点ぐらいになるかということが，私が仮にユートピスト指数
と呼んでいるものですけど，それが何点ぐらいになったでしょうか。４つ，足し算してみてください。こ
のなかで 80％以上になったという方はいらっしゃいますでしょうか。恥ずかしくないんで，手を挙げてみ










































































































































 今回，登場する８人のインフォーマントが，だいたい，どんな人か，ざっと見ますと，全員が 60 年代生
まれ，学歴はさまざまですけれども，だいたい，移民によって何か経済的な得はしていないんですよね。A，
B，C，D，E，I，R，S，実は私のキー・インフォーマントというのは，A から S までずっと名前を使い
分けているんですけど，そのうち B はカナダのトロントに行って，I は西海岸のサンディエゴに行ったの
で，ここだと補足的な例として挙げているわけです。 






































しません。2002 年２月にサンディエゴに行った，2002 年じゃないですね，2009 年です。ごめんなさい，
2009 年２月でした。に，サンディエゴに行ったのが I です。８歳年下の妻は韓国を出ることを反対したが
説き伏せた。世の中の認識が妻とはまったく違う。妻は韓国の状況が深刻だとは思っていない，運動世代
でもないわけですよね，この人は。しかも，諦めるには若過ぎる。この人は本当はニューヨークも考えた
んですけれども，A や R がすでにいるから，ニューヨークにしなかった。 
S さん，この人が私が，おそらく一番，一時期仲が良かったインフォーマント F さんの奥さんですけれ
ども，精神障害を F が患っていました。そして，２人でずっと移民しよう，移民しようという話をしてい
たんですけれど，そんなときに F が急死してしまいました。一番のネックだった，彼らには元手がなくっ









































































































































































































































































































Hill です。ここは 400～4,000m までの標高になっています。その北側はヒマラヤリージョンです。ここは
いつも雪が積もっています。ここは 4,000m からマウントエベレストがある 8,848m のところまで高さが




















仕方から冠婚葬祭の仕方まで違う。あと，言語については，例えば，英語で My name is といったら，日
本語で私の名前は何々ですというところは，私の言語ネワール語では，ジグナムビレンダカ。ネパール語
では，ネルナムビレンドラホとなります。文法的にはネワール語，ネパール語，日本語の語順は同じです。


































 私の家族と親戚の人数は，男性 125 人と女性 160 人で 285 人です。表 1 を作成した後に姪子が生まれた
ので 286 人になりました。親戚たちがネパールで８つのディストリクト（日本でいえば郡に当たる）にま
たがって生活しているんです。そのほかに，アメリカ，オーストラリア，インド，クウェート，オマーン，
日本で２人と，イギリスで２人，56 人が海外に住んでいます。この前，６月 27 日に研究会のときに家族
とは何ですかと聞かれました。そのとき，初めて，家族はなんだろうと考えさせてもらいました。家族と
親戚が，どこまで私の親戚なのかを数えました。それで，１つの分類として，表 2・表 3 をつくって見ま
した。 
 
表１ 私の家族と親戚 （男 125，女 160，合計 285 人） 
ネパール国内 海 外 
District 男 女 計 国 男 女 計 
Kavre(出身地） 46 70 116 USA 13 20 33 
Kathmandu 32 31 63 Australia 4 6 10 
Bhaktapur 9 14 23 India 2 2 4 
Rupandehi 4 5 9 Kuwait 2 1 3 
Parsa 4 2 6 Oman 1 1 2 
Lalitpur 4 1 5 Japan 1 1 2 
Kaski 1 3 4 UK 1 1 2 
Makwanpur 1 2 3  - - - - 
計 101 128 229 計 24 32 56 
 
表 2 家族と親戚の分類 
私と血縁関係がある  私との結婚が許されない 
私の結婚式・宴会に招待しないといけない 私が死亡した場合，以下のどれか一つの方法で死を悼む 
喪中期間 喪中範囲（続柄） 服喪の方法 
1 年間 ①  
家族と父系（男性）家族 








4 日間 ③ 死亡日から四日間は肉，卵，トマト，にんにく，玉ね
53 









表 3 私の家族と親戚 (Jhi,Dajukija&Thathiti) 
























1 年間 13 日間 4 日間 一食 清める
ネ パ ー ル
国内 
Kavre 46 70 116 50 2 8 18 38
Katmandu 32 31 63 4 2 12 22 23
Bhaktapur 9 14 23 2 6 5 10
Rupandehi 4 5 9 3 1 5
Parsa 4 2 6  2 4
Patan 4 1 5 1 1 3
Kaski 1 3 4 1 1 2
Makwanpur 1 2 3 1 1 1








USA 13 20 33 6 0 5 3 19
Australia 4 6 10 2 1 1 4 2
India 2 2 4  2 2
Kuwait 2 1 3  3 
Oman 1 1 2  1 1
Japan 1 1 2 11   
UK 1 1 2 2   
 24 32 56 11 1 6 13 24
合計 125 160 285 65 7 38 64 110
 


































この質問は：Are any person absent from the household living in other countries? です。この世帯の誰
か，ほかの国に住んでいますかと，書く欄がありました。これは Guthi と同じ定義ではと思いました。そ
れは，ネパールにいても，日本にいても，ネパールのほかの郡にいても，財産を分けていないきょうだい
は１つの家族で，１つの世帯として数えている。このようにさっきの 15 人が，今の私の家族になります。 
55 
Guthi とはなんですかというと，Guthi の種類は様々ですが，私が話しているのは，Sana や Si Guthi
です。これは誰かが死んだときに，葬式を行う組織です。その組織は冠婚葬祭を継続的に実行するために
設立される伝統的な運営組織です。Guthi を Trust と英訳することがありますが意味は違います。お寺を
守るための Trust とか，銀行，バングラデシュのグラミンバンクみたいなかたちになっているのが Trust








































































西野：じゃあ，５，４，３，１を足して，ご両親を足して 15 人， 
ビレンドラ：そうです。 
















































































































































































































































ガポールの首相だったリー・クアンユー（Lee Kuan Yew）という方，この方は 2015 年 3 月に亡くなりま

































































































































































































これを見た Guthi の人が以下のような対応をしてくれました。 
これから清潔ということで，We need some cleaning materials and some medicines to spray that not 

















































































































































































































































































































Eコ男性*刀州市民権・緯国 矧 外国〈母同行) 口外国{子のみ)








































































































































































































































































































議 い M A 1 8 . c。 記 入 の 際 の 緩 宣 の と め に 氏 E 舗 を mけ £ し た が 的 容 の り 札 遣 が 正 確 で あ 礼 ば よ い の で す か E 氏 名 の 代 q に 4 0 ハ
考 0 6 7 h M 阿 川 川 口 川 日 同 に 缶 、 て そ の 場 所
M V 同 一 総 務 内 《 町 内 〕 で あ る 場 合 に ゆ O 印 だ け で よ ろ し い
O M 現 佳 品 E Z 市 民 は 六 ヶ 月 以 上 引 U R い て 同 一 惜 置 市 内 に 雌 怯 又 は 居 住 の 見 込 の a m る も の を ・ 闘 い 使 用 人 及 び 家 計 を 共 に す る 非 血 銭 同 居 者 ゐ 含 む
一 O H 他 也 家 旋 風 口 六 ヶ 月 以 上 引 u q s 抱 也 又 U 勉 畠 的 見 込 み の 啄 鉱 闘 を ・ m l ・ 不 在 で - H h q e a u 完 全 に 分 屠 L て い 会 い 京 佐 原 艮 を い ヲ
一 慣 O M 主 な - a e眠 u eず し も 形 式 的 F - m ' m a a聴 に a 'h f a gR 姻 僚 を E h れ ず m M領 側 舎 の 緯 度 」 p ・
4 ， て そ の 近 ・ 2 ほ の 強 い も の か η 順 大 に 記 入 し て 下 さ ‘
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